
令和５（2023）年度 （理 科） 教育指導計画 
 

（１）科目の配当・分担表 

（必修 ◎，選択必修 ○，選択 △） （講師：＊） 
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（２）指導計画表 

１．物理分野 

科目名：物理基礎 学年：第Ⅰ学年 単位数：１ 担当者名：山口 耕司 

１．指導目標 

日常あるいは社会において起こる物体の運動につい

て，各単元において取り扱われる物理法則を適用し

ながら観察，分析することを通じ，科学的な見方や

考え方の有用性を認識させる。生徒同士の議論を重

視する。各単元においては次の項目に留意して指導

する。 

（１）物体の運動の表し方 

物理量を表す言葉や単位を適切に用いさせること

で，観察した自然現象やそれに対する見解につい

て，より科学的な言葉で表現する力を養わせる。 

（２）様々な力とその働き 

これまでの日常生活において各々が獲得してきた物

体の運動に対する直感と，新たに見出した物理法則

とを対比させ，その整合性及び不一致を認識させる

ことで，科学的な視点の有用性を認識させる。 

（３）物体の運動とエネルギー 

日常生活や社会におけるエネルギーの問題につい

て，既知の物理法則に基づいて仮説を立てたり，科

学的な根拠をもとにして立場を選択したりできる力

を養う。 

２．評価の観点 

自然の事物や現象と授業で学んだこととを積極的に

結び付けて考え探究しようとする姿勢や，論理的に

思考し判断する能力，考えを的確で適当な形で表現

する力を重視する。 

３．指導方法 

主に講義形式で，演示実験の提示，観察を題材とし

ながら段階的に考えさせる。その際，生徒相互での

考察を深める時間を多く取り入れる。また，具体的

な測定データを用い，これを適切に処理して考察す

る手法も実践させる。授業内の発問に対する応答

や，各種レポートの作成を通して，表現力を育成す

る。 

三角比，ベクトルの性質など，物理現象を考察する

上で必要な知識については適宜指導し，扱う。 

４．評価方法 

【知識・技能】 

  ・小テスト・定期考査 

【思考・判断・表現】 

  ・授業記録ノートの作成内容 

  ・各種レポート課題の提出内容 

【主体的に学習に取り組む態度】 

  ・授業中の思考・対話課題への取り組み状況 

５．年間計画 

 

（１）物理学の概観 

   物理学の体系 

    物理量の表し方と扱い方 

   ＳＩ基本単位 

 

（２）物体の運動の表し方 

    移動距離，変位，速度，加速度 

速度の合成，相対速度 

    等速直線運動とその表現 

    等加速度直線運動とその表現 

    自由落下，鉛直投射，水平投射，斜方投射 

 

（３）力と運動 

    力の定義 

    力の表し方 

    フックの法則 

    力のつり合い 

    作用・反作用の法則 

    運動の法則 

    摩擦力，空気抵抗 

 

（４）仕事の定義 

    仕事率 

    エネルギーの定義 

力学的エネルギー 

エネルギーの原理 

    力学的エネルギーの保存 

 

（５）熱運動 

温度の定義 

比熱と熱容量 

熱量とその保存 

使用教科書： 

『高等学校 物理基礎』（啓林館） 

副教材・テキスト等： 

『センサー総合物理 3rd Edition』（啓林館） 

  



科目名：物理基礎 学年：第Ⅱ学年 単位数：１ 担当者名：山口 耕司 

１．指導目標 

日常あるいは社会において起こる物体の運動につい

て，各単元において取り扱われる物理法則を適用し

ながら観察，分析することを通じ，科学的な見方や

考え方の有用性を認識させる。生徒同士の議論を重

視する。特に次の各項目に留意して指導する。 

 

（１）波動の伝播 

波動についてミクロな視点からも考察させ，特に媒

質の性質が波の伝播の仕方を決めることを理解し説

明できるようにさせる。 

 

（２）波動の表現 

波動を表す諸量や描き方について丁寧におさえ，波

動という物理現象を正確に表現したり読み取ったり

できるようにする。音波や光波における諸現象につ

いて，単に結果のみならず原理や過程についても述

べることができるようにさせる。 

 

２．評価の観点 

自然の事物や現象と授業で学んだこととを積極的に

結び付けて考え探究しようとする姿勢や，論理的に

思考し判断する能力，考えを的確で適当な形で表現

する力を重視する。 

 

３．指導方法 

主に講義形式で，演示実験の提示，観察を題材とし

ながら，段階的に考えさせる。その際，生徒相互で

の考察を深める時間を多く取り入れる。また，具体

的な測定データを用い，これを適切に処理して考察

する手法も実践させる。 

授業時の発問に対する応答や，各種レポートの作成

を通して，表現力を育成する。 

 

４．評価方法 

【知識・技能】 

  ・小テスト・定期考査 

【思考・判断・表現】 

  ・授業記録ノートの作成内容 

  ・各種レポート課題の提出内容 

【主体的に学習に取り組む態度】 

  ・授業中の思考・対話課題への取り組み状況 

５．年間計画 

 

（１）波の伝播の仕組み 

横波と縦波 

   波を表す諸量，波の基本式 

波の表し方 

重ね合わせの原理 

  波の反射の仕組み 

定常波 

平面波 

ホイヘンスの原理 

波の回折・干渉 

反射の法則，屈折の法則 

 

（２）音波 

   音の伝播，音の３要素 

   音速 

うなり 

   発音体，弦の固有振動，気柱の共鳴 

ドップラー効果 

 

（３）光波 

   光の伝播 

   光の屈折，分散，回折 

光の種々の干渉 

   レンズと鏡 

 

（４）熱と仕事 

熱力学の第一法則 

熱効率 

 

使用教科書： 

『高等学校 物理基礎』（啓林館） 

副教材・テキスト等： 

『センサー総合物理 補訂版』（啓林館） 

 

 

  



科目名：物理 学年：第Ⅲ学年 単位数：４ 担当者名：山口 耕司 

１．指導目標 

  各単元で扱われる物理法則について，具体の

現象に適用したり既習事項や生活経験を基に掘り

下げさせたりして理解に繋げさせる。また，自ら

学び続けるための基礎力として，物理的，科学的

に物事を見たり考えたりする姿勢を育てる。これ

らを踏まえ，特に次の各点を目標とする。 

（１）マクロ・ミクロの両方の視点を持たせ，適

宜使い分けながら広い視野で物理現象を捉えよう

とする姿勢を養わせる。 

（２）物理現象を分析・考察する際，エネルギー 

をはじめとする諸物理量の「保存則」が有用で 

あることを認識させる。 

（３）古典物理学の視点や立場と丁寧に対比しな

が 

ら初等量子論の考え方に触れさせ，接続している 

部分と異なる部分とを認識させる。 

（４）生徒同士の議論を重視する。 

 

２．評価の観点 

自然の事物や現象と授業で学んだこととを積極的

に結び付けて考え探究しようとする姿勢や，論理

的に思考し判断する能力，考えを的確で適当な形

で表現する力を重視する。 

 

３．指導方法 

主に講義形式で，演示実験の提示，観察を題材と

しながら，段階的に考えさせる。その際，生徒相

互での考察を深める時間を多く取り入れる。 

  授業時の発問に対する応答や，各種レポート

の作成を通して，表現力を育成する。 

 

４．評価方法 

【知識・技能】 

 ・小テスト・定期考査 

【思考・判断・表現】 

  ・授業記録ノートの作成内容 

  ・各種レポート課題の提出内容 

【主体的に学習に取り組む態度】 

  ・授業中の思考・対話課題への取り組み状況 

 

５．年間計画 

 

（１）力のモーメント，剛体のつり合い 

運動量の原理，運動量保存の法則 

衝突とエネルギー 

 

（２）種々の加速度運動，曲線運動の捉え方 

円運動，万有引力，ケプラーの法則 

慣性力 

単振動 

 

（３）静電気 

電場，電位，クーロンの法則 

コンデンサー 

 

（４）電流，電気抵抗 

直流回路，キルヒホッフの法則 

磁気に関するクーロンの法則，磁場 

電流がつくる磁場 

ローレンツ力，磁場中の荷電粒子の運動 

 

（５）電磁誘導，誘導起電力 

コイルの相互誘導と自己誘導 

電磁場のエネルギー 

交流，交流回路，電磁波 

 

（６）原子構造と物性 

電子とその発見 

 

（７）初等量子論と物質構造 

光の粒子性，光電効果，光量子仮説 

Ｘ線とその発見 

粒子性と波動性，物質波 

原子と原子核，ボーアの原子モデル 

水素原子のスペクトル 

原子核の崩壊 

核反応と核エネルギー 

素粒子 

 

（８）気体分子運動論 

マクロな視点に基づく気体法則の解釈 

ミクロな視点に基づく気体法則の解釈 

気体の状態変化，熱力学の法則 
使用教科書： 

『改訂 物理』（東京書籍） 

副教材・テキスト等： 

『センサー総合物理 補訂版』（啓林館） 

 

 

 

 

  



２．化学分野 

科目名：化学基礎 学年：第Ⅰ学年 単位数：１ 担当者名：木内 葉子 

１．指導目標 

①化学が物質を対象とする科学であることや化学が 人

間生活に果たしている役割を理解できる。 

②化学的な事物・現象についての観察・実験などを行

い，化学的に探求する能力と態度を育てるとともに基本

的な概念や原理・法則を理解させ，化学的な自然観を育

成する。 

 ③原子の構造をモデル化して扱い，そのモデルによっ

て原子やイオンの起こす変化を理解させるとともに，元

素の周期表を原子の構造との関係において理解させる。 

 ④物質の構造を理解するための基礎として，化学結合

の概念を原子の電子配置と結びつけて導入し，これによ

って物質の性質や変化を理解させる。 

⑤代表的な物質について，その性質や変化を扱いなが

ら，物質を粒子的な立場で理解させ，さらに物質の量を

示す概念として，物質量とその単位「mol」を導入し，物

質の化学変化での量的な関係について理解させる。 

 ⑥酸と塩基の反応について，反応に関係する物質の特

性 

や，反応物と生成物の量的関係について理解させる。 

⑦各概念に関する研究の歴史など多角的に化学を学び、

物事を探究する過程における基礎技能や思考力を育成す

る。 

 

２．評価観点 

  ①自然の事物・現象に関心や探究心を持ち，意欲的に

それらを探究しようとするとともに，科学的態度を身に

つけている。 

②授業で得た結果を基に発展的な興味をもって自主的活

動を行う。知識・理解だけでなく，実験の技術(実験操

作、器具の扱い方、安全に対する配慮)や実験レポートを

重視する。 

 ③探究する過程を通して，事象を科学的に考察し，導

き出した考えを適確に表現できている。 

④実験や観察を行い、結果を正確に記録，整理し，自然

の事物・現象を科学的に探究する技能を身につけてい

る。 

 

３．指導方法 

講義と生徒実験を主体とした授業を行う。 

生徒実験では，３～４人の班活動を行う。 

 

４．評価方法 

【知識・技能】 

  確認テスト，定期考査，課題，実験・レポート 

【思考・判断・表現】 

  確認テスト，定期考査，課題，実験・レポート 

【主体的に学習に取り組む態度】 

  課題，実験・レポート，活動への取り組み，振り返

り 

５．年間計画 

 

＜１学期＞ 

 化学の特徴 

 

 物質の構成 

混合物と純物質  

物質とその成分 

粒子の熱運動と物質の三態 

 

 物質の構成粒子 

原子の構造と電子配置 

イオン 

元素の周期表 

 化学結合 

イオン結合  

共有結合 

金属結合 

物質の分類と融点 

       実験１－分子モデルの作成 

 

＜２学期＞ 

物質量と化学反応式 

 原子量・分子量・式量 

 物質量（mol） 

化学反応式と化学変化 

       実験２－化学反応式の量的関係 

 

＜３学期＞  

 酸と塩基 

  酸と塩基 

  水の電離とｐＨ 

  酸・塩基の中和と演 

       実験３－中和滴定 

 

使用教科書：啓林館 高等学校 化学基礎 

 

副教材・テキスト等 

セミナー化学基礎（第一学習社） 

  サイエンスビュー新化学資料（実教出版） 

 

 

 

 



科目名：化学基礎 学年：第Ⅱ学年 単位数：１ 担当者名：南 勝仁 

１．指導目標 

①酸化と還元が電子の授受によることを理解する。

また、酸化還元反応が日常生活や社会とのかかわり

があることを理解する。 

 ②物質の状態変化を分子間力や化学結合と関連付

けて理解すること。また状態変化に伴うエネルギー

の出入り及び、状態間の平衡と温度や圧力との関係

について理解するとともに、それらを日常生活や社

会などの様々な場面とも関連付けて考察できるよう

になる。 

 

２．評価観点 

  ①自然の事物・現象に関心や探究心を持ち，意欲

的にそれらを探究しようとするとともに，科学的態

度を身につけている。 

②授業で学んだ基礎知識（原理や法則など）を、応

用的な内容や探求的な活動に活用することができ

る。実験の技術(実験操作、器具の扱い方、安全に対

する配慮)や実験レポートなどの観点も重視する。 

 ③探究する過程を通して，事象を科学的に考察

し，導き出した考えを適確に表現できている。 

④実験や観察を行い、結果を正確に記録，整理し，

自然の事物・現象を科学的に探究する技能を身につ

けている。 

 

３．指導方法 

講義と生徒実験を主体とした授業を行う。 

生徒実験では，３～４人の班活動を行う。 

 

４．評価方法 

【知識・技能】 

  確認テスト，定期考査，課題，実験・レポート 

【思考・判断・表現】 

  確認テスト，定期考査，課題，実験・レポート 

【主体的に学習に取り組む態度】 

  課題，実験・レポート，振り返り，取り組み 

 

5．年間計画 

 

＜１学期＞ 

 酸化還元反応 

  酸化と還元 

  酸化剤と還元剤 

実験１－酸化剤と還元剤の量的関係 

  金属の酸化還元反応 

実験２－鉄くぎの錆びについて 

  酸化還元反応の利用 

実験３－電池のしくみ 
実験４－電気分解の法則 

 

＜２学期＞ 

 固体の構造 

  化学結合と結晶 

  結晶の構造 

実験５－結晶の構造 

  アモルファス（非晶質） 

物質の状態変化 

 状態変化 

 気液平衡と蒸気圧 

 気体の性質 

  気体の体積変化 

実験６－ピストンを用いた検証 

  気体の状態方程式 

 

＜３学期＞ 

 溶液の性質 

  溶解と溶解度 

実験７－水和とはなにか 
実験８－極性・無極性と溶解の関係性 

  希薄溶液の性質 

実験９－凝固点降下の検証 

実験 10－液体窒素を用いた成分分析 

  コロイド 

実験 11－コロイドと比較対照実験 

 

 
使用教科書： 

 啓林館 化学基礎 改訂版  

 啓林館 化学 改訂版 

副教材・テキスト等 

セミナー化学基礎（第一学習社） 

セミナー化学（第一学習社） 

フォトサイエンス化学図録三訂版（数研出版） 

 

 

 

 

  



科目名：化学 学年：第Ⅲ学年 単位数：４ 担当者名：南 勝仁 

１．指導目標 

 ①反応をエネルギー的な観点で考察することができる

ようになる。 

 ②反応速度と化学平衡の本質を理解させ，観察，実験

などを通して探究し，化学反応と平衡を関連づけて理解

する。 

③物質個々の性質について，非金属元素とその化合物，

金属元素とその化合物の性質やイオン反応，有機化合物

とその性質などについて系統的に整理し，それらの相互

関係や日常生活との関連を知る。 

 ④生命体を構成する物質，生命現象と関係する化学反

応，医薬品や肥料を観察，実験などを通して探究し，そ

れらの性質や利用について理解し，化学の成果が日常生

活に役立っていることを認識する。 

 ⑤化学についての応用的，発展的な課題を設定し，観

察，実験などを通して研究を行わせることにより，化学

的に探究する方法や問題解決の資質・能力向上を支援す

る。 

２．評価観点 

知識・理解だけでなく，探究する姿勢や科学的な思考

力，表現力，実験の技能やレポートなどを重視する。 

３．指導方法 

講義と生徒実験を主体とした授業を行う。 

基本的には法則や概念などを理解し，その上で設定課題

や実験での活用をしてより理解を深める。化学を通し

て，今後に活きる学びをめざす。 

生徒実験では，３～４人の班活動を行う。 

４．評価方法 

【知識・技能】 

  確認テスト，定期考査，課題，実験・レポート 

【思考・判断・表現】 

  確認テスト，定期考査，課題，実験・レポート 

【主体的に学習に取り組む態度】 

  課題，実験・レポート，振り返り，取り組み 

実験５－弱酸の遊離 実験６－塩の液性 

実験７－緩衝液   実験８－溶解度積の利用 

 有機化合物の特徴と分類 有機化合物の分析 

 飽和炭化水素  

 不飽和炭化水素 実験９－気体の炭化水素の性質 

 ｱﾙｺｰﾙとｴｰﾃﾙ   実験 10－アルコールの溶解度 

 ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞとｹﾄﾝ  実験 11－アルデヒドの性質 

         実験 12－ヨードホルム反応 

 カルボン酸   実験 13－無水酢酸 

 エステルと油脂 実験 14－エステルの分解と合

成 

         実験 15－セッケンの作製と性

質 

  芳香族炭化水素  

酸素を含む芳香族化合物 

 実験 16－安息香酸の性質 

         実験 17－医薬品の分解・合成 

窒素を含む芳香族化合物 

   実験 18－アニリンの性質 

有機化合物の分離 実験 19－有機化合物の分離 

生活と有機化合物 

 

＜２学期＞ 

 元素の周期表と元素の分類 

非金属元素  実験 20－ハロゲンの性質    

実験 21－硫酸の性質 

実験 22－窒素化合物の性質 

実験 23－ケイ素化合物の性質 

 典型金属元素 実験 24－アルカリ金属の性質 

実験 25－アルカリ土類金属の性質 

実験 26－両性元素の性質 

遷移元素   実験 27－鉄イオンの性質比較 

実験 28－遷移元素と錯体の性質 

 金属イオンの分離と確認  

実験 29－金属イオンの分離 

生活と無機化合物 

 

 ＜３学期＞  

 高分子化合物の分類と特徴 

糖類     実験 30－ブルーボトル反応 

タンパク質  実験 31－タンパク質の検出・分析 

核酸 

 高分子化合物の合成 

合成繊維    実験 32－合成繊維の合成 

 プラスチック 

 ゴム 

 生活と高分子化合物    

実験 33－機能性高分子 

使用教科書：啓林館 化学 

副教材・テキスト等 

セミナー化学基礎（第一学習社） 

  フォトサイエンス化学図録三訂版（数研出版） 

 大学入学共通ﾃｽﾄ対策 ﾁｴｯｸ＆演習 化学（数研出版） 

５．年間計画 

＜１学期＞ 

 反応熱と熱化学方程式 

      実験１－反応熱の測定とヘスの法則の検証 

ヘスの法則  生成熱と結合エネルギー 

化学反応の速さ  化学反応と触媒 

      実験２－反応のしくみの活用 

実験３－反応の速さ（過酸化水素の分解） 

化学平衡とその移動 電離平衡 

      実験４－化学平衡（電離平衡とその移動） 

 

  



３．生物分野 

科目名：生物基礎 学年：1 年 単位数：1単位 担当者名：森中 敏行 

１．指導目標 

生物や生物現象についての観察、実験などを行

い、生物学的に探究する能力と態度を育てるとと

もに基本的な概念や原理・法則を理解させ、科学

的な自然観を育成する。 
自然の事物・現象を主として質的・量的・関係的

を実体的な視点で捉え，特に生命に関する自然の

事物・現象を主として共通性・多様性の視点で捉

えることを目標とする。 
 

２．評価観点 

基礎的な知識の習得や、生き物とその相互関係に

対する概念形成、および興味や関心、意欲、態

度、技能などを総合的に判断する。 

 

３．指導方法 

教科書は必要に応じて使用するが、主に図説 
および授業プリントを用いて行なう。実験，実習

を通して，科学的な分析方法やデータ処理方法や

科学的思考を体験させる． 
 

４．評価方法 

確認テスト，定期考査，課題，実験・レポートお

よび出席状況などを総合的に判断する。 
【知識・技能】  
  確認テスト，定期考査を主に評価する。 
【思考・判断・表現】  
 課題，実験・レポート，パフォーマンスを主に評

価する。 
 【主体的に学習に取り組む態度】 
 講義や実験等の授業への取り組み・提出物の提

出状況・課題やレポートの内容により評価する。 
 

 

 

 

 

５．年間計画 
 
＜１学期＞ 
１．高等学校生物のガイダンス 
 生物とは 
２．細胞の構造 
① 細胞小器官 

② 細胞進化説 

  観察：ミクロメータを用いた細胞の観察 
３．細胞の増殖 
① 単細胞生物、細胞群体、多細胞生物 
 ② 体細胞分裂 
  観察：ネギの根端細胞の体細胞分裂 
 ③ 染色体の分配 
 
＜２学期＞ 
３．酵素反応 
 ① 代謝と ATP 
 ② 酵素の働き 
 ③ 酵素作用 
 ④ 酵素の反応速度 
実習：カタラーゼの性質 
  実験：反応速度の測定実験 
４．遺伝情報とＤＮＡ 
① 遺伝情報とＤＮＡ 
 
＜３学期＞ 
② 遺伝情報の分配 
③ 遺伝情報とタンパク質の合成 
 実習：無細胞系でのタンパク質合成 
 

使用教科書： 

啓林館「生物基礎」 

副教材・テキスト等 

 第一学習社 スクエア最新図説生物  

 

 

 

 

 

 

 

  



科目名：生物基礎 学年：第Ⅱ学年 単位数：１ 担当者名：木内 葉子 

１．指導目標 

本授業は、生物や生命現象についての観察、実験を 

中心にして進めていく。これらの活動は目的別に 2

種類を設定する。１つは、基本的な概念や原理・法

則を理解し、科学的な自然観を養うためのものであ

る。もう一つは、これまでの知識や概念を自由に活

用し、生物学的に探究する能力と態度を育てること

を目的としたものである。この 2 つを組み合わせ、

以下の能力を養うことを目的として、本授業を展開

する。 

① 道具（知識や概念）を相互作用的に用いる 

② 異なる特性をもつ人々からなる集団の中で相互

に関わり合う 

③ 自立的に行動する 

 

２．評価観点 

基礎的な知識の習得や生き物に対する概念形成、お

よび興味や関心、意欲、態度、技能などを総合的に

判断する。 

 

３．指導方法 

教科書は必要に応じて使用するが、主に図説 

および授業プリントを用いて行なう。 

 

４．評価方法 

【知識・技能】 

 学期考査，レポートの内容による評価 

【思考・判断・表現】 

学期考査，レポートの内容による評価 

【主体的に学習に取り組む態度】 

講義や実験等授業への取り組み・提出物の提出状況

による評価・学期考査，レポートの内容による評価 

 

 

５．年間計画 

＜１学期＞ 

１ 遺伝と分子生物学 

1 遺伝情報の発現 

2 ＤＮＡの複製 

DNA複製の分子メカニズム 

PCR法 

実習：制限酵素による環状ＤＮＡの切断と 

電気泳動 

  実習：大腸菌の培養 

＜２学期＞ 

２ 遺伝子の発現調節 

1 形質発現の調節 

オペロンの仕組みと応用 

実習：形質転換実験 

2 真核生物における遺伝子発現 

３ バイオテクノロジーの手法 

1 ゲノムの多様性とその応用 

2 バイオテクノロジーの手法 

実習：GFPを用いたタンパク質精製法と性質 

＜３学期＞ 

４ 細胞とエネルギー 

1 代謝とエネルギー 

2 光合成と呼吸 

実習：カタラーゼの性質 

使用教科書： 

啓林館 生物基礎改訂版 

副教材・テキスト等 

啓林館 生物改訂版 

大修館書店 スクエア生物学図録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



科目名：生物 学年：3 年 単位数：4単位 担当者名：森中 敏行 

１．指導目標 

生物や生物現象についての観察、実験などを行

い、生物学的に探究する能力と態度を育てるとと

もに基本的な概念や原理・法則を理解させ、科学

的な自然観を育成する。 
自然の事物・現象を主として質的・量的・関係的

を実体的な視点で捉え，特に生命に関する自然の

事物・現象を主として共通性・多様性の視点で捉

えることを目標とする。 
 

２．評価観点 

基礎的な知識の習得や、生き物とその相互関係に

対する概念形成、および興味や関心、意欲、態

度、技能などを総合的に判断する。 

 

３．指導方法 

教科書は必要に応じて使用するが、主に図説 
および授業プリントを用いて行なう。実験，実習

を通して，科学的な分析方法やデータ処理方法や

科学的な見方や思考を体験させる． 
 

４．評価方法 

確認テスト，定期考査，課題，実験・レポートお

よび出席状況などを総合的に判断する。 
【知識・技能】  
  確認テスト，定期考査を主に評価する。 
【思考・判断・表現】  
 課題，実験・レポート，パフォーマンスを主に評

価する。 
 【主体的に学習に取り組む態度】 
 講義や実験等の授業への取り組み・提出物の提

出状況・課題やレポートの内容により評価する。 
 

 

５．年間計画 

 
＜１学期＞ 
１．生体内の化学反応 
① 化学反応と酵素 
 ② 異 化 
③ 同 化 
実習 カタラーゼの実験・脱水素酵素の実験 
実習 緑色植物・藻類の光合成色素の分離 

（薄層、カラムクロマトグラフィー）  
実習 アルコール発酵によるパン作成 
実習 光合成量と呼吸量の測定 

 
＜２学期＞ 
２．生殖と発生 
① 発生の過程 

② 発生のしくみ 

 観察：ウニの初期発生 
  観察：ニワトリ初期胚の観察 
３．生体の反応と調節 
 ① 刺激の受容と興奮 
② 動物の行動 

③ 内部環境とその恒常性 

④ 植物の反応と調節 
観察：ニワトリ・ブタの脳構造の比較 
４．生物の集団 
 ① 生物の集団とその変動 
② 生態系と物質循環 
５．環境の保全 

実習 植物成長ホルモンの実験 

 
＜３学期＞ 
５．生物の進化と系統 
 ① 生物の進化 
② 生物の多様性 

使用教科書： 

啓林館「生物」 

副教材・テキスト等 

 第一学習社 スクエア最新図説生物  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



４．地学分野 

科目名：地学基礎 学年：第Ⅰ学年 単位数：１ 担当者名：井村 有里 

１．指導目標 

地学現象を科学的・総合的に観察，実験する態度

を育てるとともに、基本的な概念や原理・法則を

理解させる。 

 

２．評価観点 

基礎的な知識の習得や、その相互関係に対する概

念形成、および興味や関心、意欲、態度、技能な

どを総合的に判断する。 

 

３．指導方法 

教科書・図説および実習プリント、授業プリント

を用いる。作図、実験、実習を通して，観測デー

タから理論を組みたてるときの手法の特徴や留意

点を理解させ、科学的な分析方法を体験させる。

「大陸移動説」など、科学史における学説の変遷

にもふれる。 

 

４．評価方法 

【知識・技能】 

 小テストおよび定期考査で基本的な知識の理解

と、グラフや図表を読み取る技能（必要なら計算

などで分析する技能）を、どの程度理解し取得で

きたかを測る。 

【思考・判断・表現】 

 授業の中での実験・実習や観察で、データ（記

録や写真を含む）から、何を読み取り、どう判断

したか、どう考えていくかを、レポートなどにま

とめさせ、評価する。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 授業における議論、実験・実習や観察への取り

組みおよびレポートにより評価する。 

 

５．年間計画 

＜１学期＞ 

（１）地球の概観 

  地球の形 

  地球の内部構造 

    実習：走時曲線の解析 

 

（２）活動する地球 

 ① プレートテクトニクス 

    実習：海底掘削のデータ解析 

 

（３）地球の誕生 

① 太陽系の誕生 

    実習：岩石の観察 

 

② 地球と生命の進化 

    実習：化石の観察 

 

＜２学期＞ 

    実習：古生物の復元 

 

（５）宇宙の誕生 

 ① 宇宙のはじまり 

 

＜３学期＞ 

 ② 宇宙のすがた 

 

 

使用教科書： 

啓林館 高等学校 地学基礎 

 

副教材・テキスト等 

浜島書店 地学図表 

 啓林館 センサー地学基礎 

 

 

 

 

 

 

 

  



科目名：地学基礎 学年：第Ⅱ学年 単位数：１ 担当者名：井村 有里 

１．指導目標 

地学現象を科学的・総合的に観察，実験する態度を

育てるとともに、基本的な概念や原理・法則を理解

させる。 

 

２．評価観点 

基礎的な知識の習得や、その相互関係に対する概念

形成、および興味や関心、意欲、態度、技能などを

総合的に判断する。 

 

３．指導方法 

教科書・図説および、実習プリント、授業プリント

を用いる。作図、実験、実習を通して，観測データ

から理論を組みたてるときの手法の特徴や留意点を

理解させ、科学的な分析方法を体験させる。「恐竜絶

滅論争」など、科学史における学説の変遷にもふれ

る。 

 

４．評価方法 

【知識・技能】 

 小テストおよび定期考査で基本的な知識の理解

と、グラフや図表を読み取る技能（必要なら計算な

どで分析する技能）を、どの程度理解し取得できた

かを測る。 

【思考・判断・表現】 

 授業の中での実験・実習や観察で、データ（記録

や写真を含む）から、何を読み取り、どう判断した

か、どう考えていくかを、レポートなどにまとめさ

せ、評価する。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 授業における議論、実験・実習や観察への取り組

みおよびレポートにより評価する。 

 

５．年間計画 

＜１学期＞ 

（１）地球史の読み方 

 ① 堆積岩とその形成 

 ② 地層と地質構造 

    実習：地質図の読み方 

       クリノメーターの使い方 

       地質図の描き方 

③ 地球の歴史の区分と化石 

 

＜２学期＞ 

（３）地球と生命の進化 

① 地球環境と生物の進化 

    実習：化石の観察 

 ② ジャイアントインパクト説 

   スノーボールアース仮説 

   恐竜絶滅 

 

地学野外実習 

鹿児島・阿蘇の火山 

 

＜３学期＞ 

（４）自然との共生 

 ① 地球環境と人類 

 ② 自然災害と社会 

 ③ 歴史にみる地学現象 

 

 

使用教科書： 

啓林館 高等学校 地学基礎 

啓林館 高等学校 地学 

 

副教材・テキスト等 

浜島書店 地学図表 

 啓林館 センサー地学基礎 改訂版 

 

 

 

 

 

 

 

  



科目名：地学 学年：第Ⅲ学年 単位数：４ 担当者名：井村 有里 

１．指導目標 

地学現象を科学的・総合的に観察、実験する態度を

育てるとともに、基本的な概念や原理・法則を理解

させる。観測データから理論を組みたてるときの手

法の特徴や留意点を理解させ、科学的な分析方法を

体験させる。恐竜絶滅や全球凍結説など地球史の論

争や地球温暖化論争などを例に、最近の専門家の説

とその論争点を折に触れ詳細に紹介する。 

 

２．評価観点 

基礎的な知識の習得や、その相互関係に対する概念

形成、および興味や関心、意欲、態度、技能などを

総合的に判断する。 

 

３．指導方法 

教科書・図説および、実習プリント、授業プリント

を用いる。作図、実験、実習を通して、科学的な分

析方法を体験させる。 

 

４．評価方法 

【知識・技能】 

 小テストおよび定期考査で基本的な知識の理解

と、グラフや図表を読み取る技能（必要なら計算な

どで分析する技能）を、どの程度理解し取得できた

かを測る。 

【思考・判断・表現】 

 授業の中での実験・実習や観察で、データ（記録

や写真を含む）から、何を読み取り、どう判断した

か、どう考えていくかを、レポートなどにまとめさ

せ、評価する。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 授業における議論、実験・実習や観察への取り組

みおよびレポートにより評価する。 
 

５．年間計画 

＜１学期＞ 

（１）地球の概観 

  地球の形 

  重力、地磁気、重力異常 

（２）プレートテクトニクス 

  地球観の変遷 

  テープレコーダーモデル 

  深海掘削 

  プレートテクトニクス 

マントルの動き 

（３）地球の歴史 

  岩石・鉱物の観察 

  地質年代の組み立て 

  ジャイアントインパクト説 

  スノーボールアース仮説 

  恐竜絶滅 

（４）日本列島 

  日本列島の歴史 

  島弧としての日本列島 

＜２学期＞ 

（５）大気の構造 

  大気圏 

  大気圧 

  水と気象 

（６）大気の運動 

  風 

  大気の大循環と世界の気象 

  地上天気図、高層天気図 

  長期予報 

  日本の四季 

（７）海洋と海水の運動 

  海水の運動 

（８）気候変動と地球環境 

気候変動 

  物質の循環 

（９）恒星の性質と進化 

  恒星の光 

恒星の誕生と進化 

（１０）銀河系と宇宙 

系外惑星 

  銀河と宇宙 

 

＊年間を通して 

・各項目での実習を実施する。 

・共通テストに向け、センター試験過去問演習も行

う。 

 

使用教科書： 

啓林館 高等学校 地学基礎 

啓林館 高等学校 地学 

 

副教材・テキスト等 

浜島書店 地学図表 

 啓林館 センサー地学基礎 改訂版 
 

 

 


